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運
歩
色
菓
集
の
新
写
本
（
六
本
）
に
つ
い
て

筆
者
は
、
以
前
、
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
運
歩
色
菓
集
」
と
そ
の
新
写
本
（
江
戸
末
期
）
、

三
本
（
『
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
』
、
『
竹
園
房
本
』
、
『
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
』
）
に
つ

い
て
書
誌
的
面
か
ら
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
を
要
約
す
る
と
、
大
略
次

江
1

の
よ
う
に
な
る
。

静
寡
堂
本

（A本）

転
写
本

↓
一
旧
温
故
堂
本
一
（
村
上
息
順
の
専
き
入
れ
）

竹
園
房
本

右
の
新
写
本
、
三
本
に
つ
い
て
そ
の
系
統
を
特
徴
付
け
る
根
拠
と
し
て
次
の
二
点

が
存
す
る
。

新
凍
古
今
集
鮎
詣
雷
電
所
用
讃
也
（
静
嘉
堂
本
）

新
繚
古
今
集
后
花
園
永
芋
諸
憫
讃
　
（
旧
温
故
堂
本
、
竹
園
房
本
、
刈
谷
本
）

儒
繹
道
　
孔
子
釈
迦
老
子
謂
三
教
　
　
　
（
静
嘉
堂
本
）

儒
繹
道
　
孔
子
繹
迦
老
子
三
教
上
京
　
　
（
旧
温
故
堂
本
、
竹
園
房
本
、
刈
谷
本
）

四
月
脚
朋
箱
詰
茎
　
　
　
　
（
静
嘉
堂
本
）

四
月

（
旧
温
故
堂
本
、
竹
園
房
本
、
刈
谷
本
）

清

　

　

水

と
あ
っ
て
、
「
静
嘉
堂
本
」
に
対
し
、
新
写
本
、
三
本
の
記
載
の
仕
方
に
共
通
面
が

数
多
く
み
ら
れ
、

侶
　
新
写
本
の
三
本
は
、
「
静
嘉
堂
本
」
の
転
写
本
（
A
本
）
と
同
系
統
の
も
の
で

ある。ま
た
、
「
旧
温
故
堂
本
」
な
ら
び
に
「
竹
凰
房
本
」
、
「
刈
谷
図
書
館
本
」
の
関
係

を
示
す
次
の
よ
う
な
特
色
が
存
す
る
。

園
　
「
竹
凰
房
本
」
は
、
四
冊
第
四
五
葉
表
を
白
紙
と
し
、
「
四
句
偶
」
、
「
摺
鼓
」
、
「
酒

洲
」
　
の
注
文
を
欠
い
て
い
る
。
し
か
し
、
「
旧
温
故
堂
本
」
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
。
ま
た
、
「
刈
谷
国
事
館
本
」
は
そ
の
欠
文
を
村
上
息
順
の
書
き
入
れ
に
よ

注
2

っ
て
補
筆
さ
れ
、
原
形
は
「
竹
凰
房
本
」
と
同
じ
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
三
本
の
新
写
本
の
は
か
に
三
本
の
新
写
本
（
『
太
田
全
蘭
旧
蔵

本
』
、
『
三
園
本
』
、
『
榊
原
芳
埜
旧
蔵
本
』
）
を
披
見
す
る
磯
会
を
得
た
の
で
、
仮
説

Ⅰ
を
検
証
し
っ
つ
、
運
歩
色
菓
集
の
新
写
本
、
六
本
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
ょ
う
と

思
う
。‖

　
伝
本
に
つ
い
て

古
写
本
系
の
「
静
嘉
堂
本
」
を
含
め
、
運
歩
色
菓
集
の
伝
本
、
七
本
に
つ
い
て
解

説
す
る
。
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Ⅲ
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
　
松
井
簡
治
博
士
旧
蔵
　
乾
坤
二
冊

巻
首
に
「
新
井
文
庫
」
の
朱
印
記
を
捺
し
、
新
井
政
毅
旧
蔵
本
で
あ
る
。
「
室
町

末
期
を
降
る
ま
じ
き
寄
寓
本
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
、
天
文
十
六
・
七
年
の
著
作
年
代

注
3

を
去
る
遠
か
ら
ぬ
頃
の
も
の
」
と
川
瀬
l
馬
氏
が
比
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿

で
示
す
新
写
本
、
六
本
は
す
べ
て
本
書
の
江
戸
末
期
に
お
け
る
転
写
本
で
あ
る
。

㈲
　
国
立
公
文
書
館
・
内
閣
文
庫
蔵
本
　
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
　
四
冊

「
温
故
堂
文
庫
」
の
朱
印
記
を
捺
し
、
江
戸
末
期
に
塙
家
で
　
「
静
嘉
堂
本
」
　
を
転

写
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
書
写
年
代
は
不
明
。
ま
た
、
朱
筆
の
事
き
入
れ
が
存

する。周
　
竹
園
房
木
　
津
市
酉
釆
寺
蔵
　
四
冊

巻
首
に
「
酉
釆
寺
蔵
」
、
「
伊
勢
酉
釆
寺
」
、
「
渡
連
山
淵
亭
倉
印
」
の
朱
印
記
を
捺

す
。
ま
た
、
各
巻
末
に
は
「
渡
遽
氏
」
　
の
朱
印
を
捺
し
、
四
冊
第
四
五
葉
表
は
白
紙

の
ま
ま
で
あ
る
。
書
写
年
代
は
不
明
。

㈲
　
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
　
村
上
忠
順
旧
蔵
　
四
冊

「
村
上
文
庫
」
の
朱
印
記
が
捺
さ
れ
、
村
上
息
順
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
四
冊
巻
末

に
朱
筆
で
、

以
塙
本
l
校
了
　
但
年
記
二
重
テ
ハ
今
按
請
書
二
依
テ
訂
之

嘉
永
五
重
子
年
五
月

と
あ
っ
て
、
本
文
中
に
村
上
息
順
の
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
四
冊
第
六
菓
表
に
慮
順
と
は
別
の
人
物
と
思
わ
れ
る
書
き
入
れ
が
存
し
、

朱
筆
で
、
陸
仁
天
皇
明
治

年
都
東
京
十
三
年

赤
坂
皇
居
建
築

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
筆
と
患
わ
れ
る
書
き
入
れ
が
忠
順
の
書
き
入
れ
と
は

別
に
一
冊
前
段
を
中
心
に
認
め
ら
れ
る
。

「
竹
園
房
本
」
に
お
い
て
白
紙
の
ま
ま
で
あ
っ
た
四
冊
第
四
五
葉
表
は
、
忠
順
の

朱
筆
の
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
補
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
l
冊
第
三
〇
菓
裏
に

「
土
産
　
土
蔵
　
土
瓶
　
土
居
」
が
、
同
冊
第
三
三
乗
表
に
「
取
舎
大
平
」
が
補
筆
さ

れ
、
「
近
衛
」
、
「
起
単
」
、
「
窮
鼠
」
、
「
四
句
偽
」
、
「
招
致
」
、
「
洒
洲
」
の
注
文
も
補

筆
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
二
冊
第
l
葉
と
第
三
菓
と
に
「
縫
物
…
…
頼
地
」
の
一
葉
分
を
重
複
す

る
。
二
冊
第
二
葉
に
「
加
部
　
鎌
倉
荘
重
天
文
十
六
丁
未
四
百
三
八
年
」
の
一
文
が

存
す
る
。
他
の
新
写
本
で
カ
部
末
に
位
置
す
る
付
録
諸
項
は
本
書
に
お
い
て
ク
部

（
l
l
冊
末
）
に
移
さ
れ
て
い
る
。

㈲
　
国
立
文
書
館
・
内
閣
文
庫
蔵
　
太
田
全
蘭
旧
蔵
　
四
冊

巻
首
に
「
浅
草
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
、
太
田
全
密
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
各

見
返
し
に

明
治
五
年
壬
申
八
月

納
書
庫
館
　
五
種
之
一

文
部
省
出
仕
市
川
清
流

と
あ
っ
て
、
本
書
が
市
川
清
流
に
よ
り
内
閣
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
書
の
特
色
は
、
各
新
写
本
が
一
冊
（
イ
ー
リ
）
、
二
冊
（
ユ
ー
ク
）
、
三
冊
（
ヤ

ー
ユ
）
、
四
冊
（
メ
ー
ス
）
の
よ
う
に
分
綴
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
一
冊
（
イ
ー

ヲ
）
、
二
冊
（
ヮ
ー
ク
）
、
三
冊
（
ヤ
ー
ユ
）
、
四
冊
（
メ
ー
ス
）
と
な
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
ま
た
、
「
静
嘉
堂
本
」
を
含
め
他
の
新
写
本
は
三
冊
第
九
葉
と
第
十
菓
と
が
乱
丁

に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
本
書
で
は
正
し
い
順
序
に
修
練
さ
れ
て
い
る
。

四
冊
第
四
五
葉
は
白
紙
で
あ
り
、
書
写
写
年
代
は
不
明
。

佃
　
三
国
本
　
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
・
岡
谷
文
庫
蔵
　
四
冊

四
冊
巻
末
に
朱
筆
で
、

右
四
冊
以
塙
氏
之
本
命
謄
写
記
嘉
永
壬
子
年
四
月
上
旬

以
神
谷
元
平
之
本
一
校
了
　
同
年
五
月
二
三
日

と
あ
っ
て
、
本
書
は
嘉
永
五
年
上
旬
、
三
園
に
よ
っ
て
「
塙
本
」
（
温
故
堂
本
）
よ
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り
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
の
三
園
と
は
江
戸
時
代
の
国
語
学
者
神
谷
三
園

注
4

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
本
書
に
は
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
の
図
書
支
細
書
が
貼
付
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
六
年
二
月
十
五
日
に
岡
谷
正
男
氏
よ
り
同
館
に
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅲ
　
榊
原
芳
埜
旧
蔵
本
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
　
榊
原
芳
埜
旧
蔵
　
四
冊

巻
首
に
「
故
榊
原
芳
埜
納
本
」
、
「
榊
原
家
蔵
」
　
の
捺
印
が
あ
る
。
四
冊
巻
末
に
、

右
隅
患
部
塙
氏
以
其
所
蔵
之
本
傭
写
時
常
勝
廿
八
故
写
誤
頗
多
奏
　
然
以
斐
紙
謄

写
老
故
脱
字
則
鮮
奏
　
将
他
日
照
善
本
訂
其
靴

明
治
十
二
年
十
二
月
　
　
　
榊
原
芳
塾

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
書
き
入
れ
が
存
す
る
。

⇔
　
温
故
堂
文
庫
旧
蔵
本
と
榊
原
芳
萱
旧
蔵
本
に
つ
い
て

「
榊
原
本
」
は
四
冊
巻
末
の
識
語
転
よ
っ
て
「
旧
温
故
堂
本
」
の
転
写
本
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
両
本
の
本
文
を
対
校
し
て
み
る
と
、
大
略
本
文
に
異
同
は
な
い
。
そ
の

な
か
で
次
の
よ
う
な
相
違
が
存
し
掲
げ
る
（
上
段
に
『
旧
温
故
堂
本
』
　
の
本
文
を
、

下
段
に
『
榊
原
本
』
　
の
本
文
を
示
す
。
以
下
、
引
用
は
、
対
校
上
必
要
と
思
わ
れ
る

本
文
の
漢
字
の
み
と
し
、
送
り
仮
名
、
振
り
仮
名
、
書
き
入
れ
は
必
要
に
応
じ
て
付

す
こ
と
に
す
る
）
。

①
　
梅
月
五
月
・
梅
月
　
㊥
　
二
水
ン
・
二
水
　
㊥
（
本
命
元
辰
）
大
日

塊
存
星
ド
大
日
椀
存
星
　
④
（
代
指
）
金
徽
草
葉
火
ニ
ア
フ
リ
テ
：
…
・
・
金
致
革

攣
1
ア
フ
リ
テ
…
…
①
撃
索
　
①
（
警
今
集
）
・
…
：
文
永
毒
酢

子
…
…
・
…
…
天
永
二
年
乙
丑
…
…
⑦
（
七
張
弓
）
…
二
二
番
サ
ソ
サ
イ
弓
藤
ヲ
七

五
三
二
使
也
…
…
・
五
番
サ
ソ
サ
イ
弓
藤
ヲ
七
五
三
二
便
也
　
㊥
　
物
故
を
者
・

宛

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

物
故
　
㊥
　
鬼
糸
千
・
鬼
糸
子
　
⑯
（
能
名
）
安
達
厚
・
安
達
厚

①
、
㊥
、
㊥
、
①
、
㊥
の
「
五
月
」
、
「
ソ
」
、
「
称
」
、
「
壷
カ
」
、
「
モ
者
」
の
欠
は

「
榊
原
本
」
の
誤
写
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
④
の
「
徴
↓
徴
・
菓
↓
業
」
、

㊥
の
「
文
↓
天
」
、
①
の
「
≡
Ⅰ
五
」
は
単
純
な
誤
写
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、

各
新
写
本
に
そ
の
輝
例
を
も
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

文

　

　

　

　

　

乙

　

丑

績
古
今
集
‥
…
・
天
永
二
年
丙
子
…
…
（
三
園
本
）

徴

　

　

集

代
指
　
　
金
徴
草
業
火
ニ
ア
フ
リ
テ
…
…
（
三
国
本
）

七
張
弓
…
…
五
番
サ
ソ
ス
イ
弓
藤
ヲ
七
五
三
二
位
也
（
太
田
本
、
竹
園
房
本
、
刈

谷本）
（
能
名
）
安
達
原
（
太
田
本
、
竹
園
房
本
、
刈
谷
本
、
三
国
本
）

鬼
系
子
（
三
園
本
、
刈
谷
本
）

「
榊
原
本
」
　
の
本
文
に
　
「
旧
温
故
堂
本
」
　
以
外
の
新
写
本
、
コ
ニ
園
本
」
、
「
刈
谷

本
」
が
関
与
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
用
例
が
少
な
い
た
め
推
断
し
か
ね
る
。

次
に
「
旧
温
故
堂
本
」
と
「
榊
原
本
」
と
の
緊
密
さ
を
示
す
例
を
掲
げ
る
。

①
　
灯
基
鬼
…
…
英
子
粥
宰
相
往
支
那
尋
父
々
流
涙
…
…
（
静
嘉
本
）

灯
基
鬼
…
…
英
子
粥
宰
相
往
支
那
尋
父
云
流
涙
…
‥
∴
三
園
本
、
太
田
本
、
刈

谷
本
、
竹
園
房
本
）

灯
基
鬼
…
…
英
子
粥
宰
相
往
支
那
尋
失
云
流
涙
…
…
（
旧
温
故
堂
本
、
榊
原
本
）

㊤
　
准
（
静
嘉
本
、
三
園
本
、
太
田
本
、
竹
園
房
本
）

ナ
ソ
ヲ
7
准
（
刈
谷
本
）

准
（
旧
温
故
堂
本
、
榊
原
本
）
丸

④
　
木
丸
腰
（
静
嘉
本
）
木
風
殿
（
三
園
本
、
刈
谷
本
）

木
丸
殿
（
竹
園
房
本
）

木
風
殿
（
太
田
本
）

丸
不
風
殿
（
旧
温
故
堂
本
）

不
丸
殿
（
榊
原
本
）

以
上
の
結
果
か
ら
、
細
部
に
些
細
な
問
題
を
含
み
な
が
ら
も
、
大
略
「
榊
原
本
」

は
「
旧
温
故
堂
本
」
　
の
転
写
本
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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肖
　
旧
温
故
堂
本
と
三
国
本
に
つ
い
て

「
三
園
本
」
は
四
冊
巻
末
の
三
園
の
識
語
に
よ
っ
て
「
旧
温
故
堂
本
」
の
転
写
本

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
次
の
例
に
よ
っ
て
窺
え
る
。

郵
鋸
警
：
棋
飛
鳥
銅
絹
銅
詳
也
（
旧
澄
堂
本
）

豊
壌
。
銅
飛
鳥
銅
絹
棋
譜
年
也
（
三
園
本
）

十
五

（
班
老
荘
、
（
　
）
内
朱
輩
の
沓
き
入
れ
）

鮮
郎
警
…
謂
竃
宗
諾
詣
謂
誹
之
（
榊
原
本
）

僻
郁
警
…
発
電
宗
謂
蒜
雫
詳
之
（
静
嘉
本
、
竹
男
本
、
太
田
本
）

鰯
剛
警
：
銅
親
棋
銅
棋
銅
誰
年
也
（
刈
谷
本
）

そ
れ
で
は
、
両
本
の
本
文
が
相
違
す
る
例
を
次
に
掲
げ
る
（
上
段
に
『
旧
温
故
堂

本
』
の
本
文
を
、
下
段
に
『
三
園
本
』
の
本
文
を
示
す
）
。

①
（
一
疋
）
…
…
絹
亦
l
疋
者
・
・
…
‥
…
…
綿
布
l
疋
者
…
…
㊥
　
犯
再
・
犯
用

ナ

カ

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

千

④
（
四
手
綱
）
1
千
金
莫
…
‥
‥
1
千
余
莫
‥
…
・
㊤
（
達
磨
大
師
）
…
…
一
十

廿
l
年
也
…
…
二
千
廿
一
年
也
　
㊥
（
代
指
）
　
金
徽
草
葉
火
ニ
ア
フ
リ
テ
…

葉

・
‥
・
金
散
華
業
火
ニ
ア
フ
リ
テ
…
…
◎
（
競
馬
）
…
…
又
武
慶
雲
三
丙
午
…
…
‥
‥

徽

…
文
武
慶
雲
三
丙
午
…
…
①
　
愛
岩
護
・
愛
岩
護
　
㊥
（
硯
水
）
－
－
1
凍
入
回
則
…

岩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

石

…
・
～
凍
入
酒
則
…
…
①
（
珊
瑚
）
生
水
底
之
石
…
…
・
生
水
庶
之
名
…
…
⑩
（
箕

革

巳

立

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

辛

　

立

面
寺
）
…
…
白
鳳
廿
一
年
巳
立
…
…
‥
・
…
白
鳳
廿
一
年
巳
丑
…
…
⑪
（
朱
雀
日
）
…

・
‥
造
作
ホ
忌
之
・
…
…
造
作
等
忌
之
　
㊥
（
永
楽
銭
）
…
…
六
弥
太
虫
澄
始
テ
…

…
‥
…
⊥
ハ
弥
大
息
澄
始
テ
…
…
⑯
（
氷
室
）
　
人
皇
十
九
代
仁
徳
天
皇
…
…
・
人

徳

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

九

皇
十
九
代
仁
治
天
皇
…
…
⑭
（
平
等
院
）
…
・
‥
四
百
九
十
九
年
也
‥
…
‥
四
首
五
十

ツ

タ

く

ホ

ウ

シ

　

ッ

ク

く

ホ

ク

ツ

以
年
也
　
　
⑯
　
蝉
　
折
・
虹
　
蝉

八

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

下

　

　

上

そ
の
他
「
輪
革
」
、
「
韓
衣
万
」
、
「
金
具
刀
」
、
「
水
巻
八
」
（
旧
温
故
堂
本
）
の
「
串
」
、

「
万
」
、
「
刀
」
、
「
八
」
を
「
三
園
本
」
が
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
三
国
本
」
の

脱
落
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
①
～
⑯
の
例
は
各
写
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
一
疋
‥
…
病
亦
一
疋
者
…
…
（
静
案
本
、
太
田
本
、
竹
園
房
本
、
刈
谷
本
、
榊
原

本）
四
手
綱
1
千
金
英
…
…
（
静
嘉
本
、
太
田
本
、
竹
凰
房
本
、
刈
谷
本
、
榊
原
本
）

「
一
疋
」
、
「
四
手
綱
」
　
の
二
例
は
各
写
本
の
全
例
と
も
に
「
旧
温
故
堂
本
」
と
一

致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
布
」
、
「
余
」
は
二
二
圃
本
」
に
よ
る
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。

代
指
　
金
微
草
葉
火
ニ
ア
フ
リ
テ
…
…
（
静
嘉
本
、
太
田
本
、
竹
園
房
本
、
刈
谷

本）
代
指
　
金
故
事
業
火
ニ
ア
フ
リ
テ
…
・
‥
（
榊
原
本
）

こ
れ
は
「
三
園
本
」
　
の
孤
例
を
「
榊
原
本
」
が
踏
襲
し
て
い
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
も
「
三
園
本
」
に
よ
る
誤
写
例
と
考
え
ら
れ
る
。

達
磨
大
師
…
…
一
千
廿
一
年
也
（
静
弄
本
、
竹
園
房
本
、
榊
原
本
）

達
磨
大
師
…
…
l
十
廿
l
年
也
（
太
田
本
）

千

達
磨
大
師
…
…
一
十
廿
一
年
也
（
刈
谷
本
）

こ
れ
は
「
旧
温
故
堂
本
」
　
の
書
き
入
れ
を
参
照
し
、
「
三
園
本
」
に
お
い
て
改
め

た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
。

犯
再
（
静
寡
本
、
太
田
本
、
榊
原
本
）
　
犯
用
（
竹
阿
房
本
、
刈
谷
本
）

競
馬
…
…
文
武
慶
雲
三
丙
午
…
…
（
静
吉
本
）

競
馬
…
…
天
武
慶
雲
三
丙
午
…
…
（
竹
園
房
本
）

競
馬
…
…
又
武
靡
雫
≡
丙
午
…
…
（
太
田
本
、
刈
谷
本
、
榊
原
本
）

硯
水
…
…
凍
入
酒
則
…
…
（
静
吉
本
）

酒

諷
水
・
…
‥
凍
入
回
則
…
‥
・
（
刈
谷
本
）

現
水
‥
…
・
凍
入
国
則
…
…
（
太
田
本
、
竹
園
房
本
、
榊
原
本
）

愛
宕
護
　
（
静
嘉
本
）

愛
岩
護
　
（
太
田
本
、
竹
凰
房
本
、
刈
谷
本
、
榊
原
本
）
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珊
瑚
　
生
水
底
之
石
（
静
嘉
本
、
榊
原
本
）

珊
瑚
　
生
水
底
之
名
（
太
田
本
、
竹
園
房
本
）

珊
瑚
生
水
底
之
が
（
刈
谷
本
）

箕
面
寺
…
…
白
鳳
廿
二
辛
巳
立
…
：
・
（
静
嘉
本
）

箕
面
寺
：
…
白
鳳
廿
一
年
巳
立
…
…
（
刈
谷
本
）

箕
面
寺
…
‥
白
鳳
骨
壷
巳
立
…
‥
（
太
田
本
、
竹
園
房
本
、
榊
原
本
）

朱
雀
日
：
…
造
作
ホ
忌
之
（
静
嘉
本
、
榊
原
本
）

朱
雀
日
…
・
：
造
作
舎
芝
（
太
田
本
、
竹
園
房
本
）

朱
雀
日
…
…
造
作
命
忠
之
（
刈
谷
本
）

永
楽
銭
…
…
六
弥
太
虫
澄
始
テ
…
…
（
静
嘉
本
）

永
楽
銭
…
…
六
弥
大
息
澄
姶
テ
…
…
（
太
田
本
、
竹
阿
房
本
、
刈
谷
本
、
榊
原
本
）

氷
室
‥
…
人
皇
十
九
代
仁
徳
天
皇
…
…
（
静
嘉
本
、
太
田
本
、
竹
阿
房
本
、
榊
原

亥
日
：
・
…
（
三
、
刈
）
　
㊤
瞳
犬
（
静
、
温
、
榊
、
太
、
竹
）
・
昭
犬
（
≡
）
・

喧
（
刈
）
　
㊥
　
穴
－
以
旬
購
（
静
、
温
、
榊
、
太
）
・
穴
大
Ⅰ
以
旬
膿
（
三
）
・

穴
大
－
以
旬
購
（
竹
、
刈
）
　
④
（
六
和
香
）
甘
松
（
静
、
温
、
榊
、
太
）
・
井
松

（
竹
）
・
甘
松
（
三
、
刈
）
　
①
　
日
連
宗
…
…
十
月
十
三
日
・
：
・
：
（
静
、
温
、
榊
、

太
、
竹
）
・
日
蓮
宗
…
…
十
月
十
三
日
日
蓮
寂
…
：
∴
刈
）
・
日
蓮
宗
…
…
十
月
十

三
日
日
蓮
寂
カ
（
三
）
　
㊥
（
法
住
院
殿
）
御
名
乗
義
高
義
挙
：
…
一
（
静
、
榊
、
温
、

太
）
・
御
名
乗
義
尚
義
澄
…
…
（
竹
、
刈
）
・
御
名
乗
義
高
義
澄
・
…
・
六
三
）
　
①
（
考

批
）
生
由
父
母
死
目
1
－
1
考
父
批
日
（
静
、
太
）
・
生
日
父
母
死
目
　
－
　
考
父
枇
日

日

父

（
温
、
榊
）
・
生
田
ミ
母
死
目
－
－
－
考
父
枇
日
（
刈
）
・
生
日
父
母
死
目
1
考
父

枇
日
（
三
、
竹
）
　
⑧
（
雲
居
寺
）
…
…
藻
草
永
和
四
丁
巳
…
…
（
静
、
温
、
榊
、

母

　

　

　

　

　

　

　

　

　

東

大
、
竹
）
　
…
…
痍
草
永
和
四
丁
巳
…
…
（
三
、
刈
）
　
㊥
（
黒
目
）
正
成
二
辰
…

…
（
静
、
太
、
、
竹
、
刈
）
・
正
成
一
辰
…
…
（
温
、
榊
）
・
正
成

辰・…‥（≡）

本）
水
草
…
‥
人
皇
十
九
代
仁
治
天
皇
…
…
（
刈
谷
本
）

平
等
院
…
：
由
盲
九
十
九
年
也
（
静
嘉
本
、
太
田
本
、

平
等
院
…
・
：
四
百
九
十
九
年
也
（
刈
谷
本
）

平
等
院
…
…
四
百
九
十
八
年
也
（
榊
原
本
）

瑠
　
（
静
嘉
本
、
吉
本
、
刈
谷
本
、
榊
原
本
）

踊
餅
　
（
竹
園
房
本
）

右
の
結
果
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
り
、
大
略
「
三
園
本
」

竹
凧
房
本
）

は
「
旧
温
故
堂
本
」
よ
り

の
転
写
本
と
考
え
て
差
し
っ
か
え
な
い
。

し
か
し
、
「
三
園
本
」
の
本
文
に
は
、
「
竹
園
房
本
」
二
刈
谷
本
」
系
統
の
本
文
の

影
響
に
よ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
散
在
し
、
そ
の
な
か
で
も
「
刈
谷
本
」
よ
り
の

影
響
が
顕
著
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
「
旧
温
故
堂
本
」
に
は
認
め
ら
れ
な
い
「
三
園
本
」
独
自
の
書
き
入
れ

を
次
に
掲
げ
る
。

①
（
亥
子
餅
）
…
…
十
月
亦
亥
日
…
…
（
静
、
温
、
榊
、
太
、
竹
）
・
…
…
十
月
亦

⑯
（
楊
枝
）
梵
綱
経
云
歯
木
也
（
静
、
温
、
榊
、
太
）
・
梵
網
経
云
歯
木
也
（
竹
）
・

網

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

的

梵
網
経
云
歯
木
也
（
三
）
・
梵
綱
経
云
歯
木
也
（
刈
）
　
⑪
（
八
坂
塔
）
…
‥
七
百

六
十
三
年
也
（
静
、
太
、
竹
、
榊
）
‥
…
‥
七
膏
六
十
三
年
也
（
三
、
刈
）
・
…
…

七
首
顆
士
等
也
（
温
）
　
㊥
（
摩
醸
修
契
〕
知
両
降
教
（
静
、
温
、
榊
）
・
知

致

雨
降
致
（
太
、
竹
）
・
知
両
降
致
（
刈
）
・
知
両
降
教
（
三
）
　
⑩
（
元
亨
辞
書
）
…
…

元
亨
二
王
戌
減
…
…
（
静
、
太
、
榊
）
‥
…
‥
元
亨
二
壬
戌
…
…
（
竹
、
温
）
‥
…
・
・

成

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ペ

元
亨
二
王
戌
成
…
∵
・
（
刈
）
‥
‥
…
元
宰
二
王
成
城
…
…
（
三
）
　
⑭
　
福
部
（
静
、
温
、

心

榊
）
・
．
福
部
（
太
）
・
福
部
（
三
、
竹
、
刈
）
　
⑯
（
興
厳
寺
）
南
都
鏡
常
四
…
…

（
静
、
温
、
榊
、
太
、
竹
）
・
南
都
敏
速
帝
鏡
常
甲
…
‥
（
三
、
刈
）
　
⑯
（
金
光
明

金

　

光

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

欽

明

帝

経
）
　
－
　
元
庚
子
…
・
‥
（
静
、
太
、
竹
）
・
1
元
庚
子
…
…
（
温
、
榊
）
・
－

元
庚
子
…
…
（
三
、
刈
）
　
㊥
（
弘
法
大
師
）
…
…
延
喜
廿
一
年
辛
巳
琴
…
：
（
静
、

泡
、
太
、
竹
、
榊
）
‥
…
‥
延
音
廿
一
年
辛
巳
琴
…
‥
（
三
、
刈
）
　
⑯
（
西
大
寺
）
…

八

　

五

…
七
首
九
十
年
也
（
静
、
温
、
榊
、
竹
、
太
）
　
…
…
・
七
百
九
十
年
也
（
≡
）
・
‥
・

八

　

五

…
七
百
五
十
年
也
（
刈
）
　
⑩
（
三
界
内
藷
天
）
…
：
切
利
夜
「
兜
卒
楽
他
化
…
…

（
静
、
塩
、
榊
、
竹
、
太
）
　
…
…
功
利
夜
「
兜
卒
楽
他
化
…
…
（
三
、
刈
）
　
⑲

切
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（
鬼
宿
日
）
…
‥
七
廿
五
日
入
廿
二
日
…
…
（
静
、
竹
、
温
、
榊
）
‥
…
‥
七
十
五

見
甘
言
…
（
刈
、
太
）
…
：
七
軒
五
見
廿
二
日
…
（
≡
）
　
㊨
傍
．

風
（
静
、
温
、
榊
、
太
、
竹
）
・
偵
風
（
三
、
刈
）
　
㊥
　
受
持
（
静
、
温
、
刈
）
・

特

受
特
（
太
、
竹
、
刈
）
・
受
持
（
≡
）
　
㊥
　
巡
伎
（
静
、
温
、
榊
、
太
、
竹
）
・

浣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

夙

力

巡
浸
（
刈
）
・
巡
伎
（
三
）
　
㊥
　
風
執
夙
縁
風
意
（
静
、
温
、
榊
、
竹
、
太
）
・
風

下

三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

夙

力

　

夙

力

　

夙

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

y

ツ

カ

ケ

サ

歌
風
緑
風
意
（
刈
）
・
風
執
風
緑
風
意
（
三
）
　
㊨
　
購
熊
（
静
、
温
、
榊
、
竹
、

太
）
・
属
熊
（
三
、
刈
）
　
㊥
　
磁
石
L
H
（
静
、
温
、
榊
、
太
、
竹
）
・
磁
名
山

（
刈
）
・
磁
石
山
（
三
）
　
㊥
　
白
河
瀧
（
静
、
温
、
榊
）
・
自
阿
滞
（
太
、
竹
）
・

白
阿
瀧
（
刈
）
・
白
河
瀧
（
≡
）
　
㊥
（
四
本
懸
）
…
…
切
立
之
間
庚
二
丈
三
尺
也

河

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

阿

（
静
、
温
、
榊
、
太
、
竹
）
…
…
切
立
之
間
鹿
二
丈
二
尺
也
（
刈
）
・
切
立
之
間
庶
二

尺
也
（
三
）
　
㊥
　
碑
礫
（
静
、
温
、
榊
、
太
、
竹
）
・
硝
礁
（
刈
）
・
硝
礫

倉

　

　

永

二

（
三
）
　
＠
（
兵
庫
築
島
）
高
倉
永
安
三
…
…
（
静
、
太
、
竹
）
‘
高
倉
永
安
三
‥
・

倉

　

　

乗

〓

…
（
温
、
刈
）
　
二
局
倉
永
森
二
…
…
（
榊
）
　
こ
岡
曾
永
安
三
…
…
（
三
）
　
㊨
（
鮮
）

1
随
衛
入
・
…
‥
（
静
∵
温
、
榊
）
・
1
随
術
入
…
…
（
太
、
竹
、
刈
）
・
1

随
衛
入
…
…
（
≡
）
　
㊥
　
大
角
豆
（
静
、
温
、
榊
、
太
、
竹
）
・
人
角
豆
（
刈
）
・

入

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

党

大
角
豆
（
≡
）
　
⑳
　
兎
糸
子
（
静
、
温
、
太
）
・
鬼
糸
子
（
竹
）
・
鬼
糸
子
（
榊
、

三
、
刈
）
右
の
対
校
の
結
果
に
よ
り
、
「
旧
温
故
堂
本
」
に
認
め
ら
れ
な
い
「
三
園
本
」
独
自

の
書
き
入
れ
は
、
①
の
「
考
枇
」
を
除
き
、
全
例
と
も
「
刈
谷
本
」
の
本
文
ま
た
は

蕃
き
入
れ
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
園
が
「
三
園
本
」
を
校
訂
す
る
際
に

「
刈
谷
本
」
系
の
底
本
を
参
照
し
た
た
め
の
結
果
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
三
園
本
」
の
フ
部
に
「
福
部
」
と
あ
る
。
そ
れ
を
注
意
し
て
み
て
み
る
と
、
書
き

入
れ
の
「
心
」
は
「
ベ
」
の
う
え
に
書
か
れ
、
訂
正
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
三
園
本
」
の
本
文
が
「
福
部
」
と
あ
る
「
旧
温
故
堂
本
」
に
基
づ
き
、
書
き
入
れ

心

に
「
福
部
」
と
あ
る
「
竹
園
房
本
」
・
「
刈
谷
本
」
系
の
底
本
を
腰
参
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
「
三
園
本
」
と
「
刈
谷
本
」
と
の
書
き
入
れ
の
一

致
を
「
三
園
本
」
の
書
き
入
れ
を
「
刈
谷
本
」
が
書
き
入
れ
と
し
て
取
り
入
れ
た
と

す
る
考
え
方
の
反
証
例
と
も
な
る
。
「
三
園
本
」
の
校
訂
に
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ

る
底
本
と
し
て
は
、
コ
ニ
園
本
」
の
四
冊
巻
末
に
朱
筆
で
、

以
神
谷
元
平
之
本
一
校
了
　
同
年
（
筆
者
注
、
同
年
と
は
嘉
永
五
年
の
こ
と
）
五

月
二
三
日
　
　
　
三
園

と
あ
っ
て
、
「
神
谷
元
平
本
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
三
園
本
」
の
四
冊
第
五

葉
表
の
「
箕
面
寺
」
の
条
に
「
神
谷
元
平
本
」
の
体
裁
を
窺
わ
せ
る
次
の
よ
う
な
書

き
入
れ
が
存
す
る
。

鮮
軒
寺
謂
電
電
報
疋
印
紙
丑

…
…
又
一
本
白
鳳
二
一
年
巳
立
二
作
ル
　
是
ニ
ヨ
レ
ハ
巳
ノ
上
二
　
辛
ノ
字
ヲ
脱

ソ
丑
ハ
立
ノ
誤
ナ
ル
べ
シ

「
箕
面
寺
」
の
該
当
箇
所
は
各
写
本
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

…
…
白
鳳
廿
一
章
巳
立
‥
…
∴
静
嘉
本
）

…
…
白
鳳
廿
一
年
巳
立
・
…
‥
（
旧
温
故
堂
本
）

辛

…
…
白
鳳
廿
一
年
巳
立
・
…
‥
（
刈
谷
本
）

・
…
・
白
鳳
廿
一
年
巳
立
…
…
（
太
田
本
、
竹
園
房
本
、
榊
原
本
）

「
刈
谷
本
」
に
は
「
辛
」
の
書
き
入
れ
が
存
し
、
「
三
園
本
」
の
三
園
の
書
き
入
れ

と
す
べ
て
l
致
し
な
い
点
が
認
め
ら
れ
る
が
、
三
園
が
校
訂
に
使
用
し
た
「
神
谷
元

平
本
」
を
「
刈
谷
本
」
系
の
も
の
と
す
る
考
え
方
は
蓋
然
性
の
高
い
も
の
と
思
わ
れ

る。

囲
　
太
田
全
膏
旧
蔵
本
に
つ
い
て

「
太
田
本
」
は
、
四
冊
第
四
五
葉
表
を
白
紙
と
し
、
「
摺
鼓
」
、
「
洒
洲
」
の
注
文
を

欠
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
竹
園
房
本
」
な
ら
び
に
「
刈
谷
本
」
の
、
「
旧
温
故

堂
本
」
そ
の
他
の
新
写
本
と
区
別
さ
る
べ
き
伝
本
上
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
太
田
本
」
は
大
略
「
竹
園
房
本
」
・
「
刈
谷
本
」
系
の
も
の
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
見
通
し
を
跨
ま
え
な
が
ら
、
「
太
田
本
」
に
つ

い
て
検
証
し
て
み
ょ
う
と
患
う
。
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因
　
他
の
写
本
と
比
し
、
「
太
田
本
」
、
「
竹
園
房
本
」
、
「
刈
谷
本
」
に
お
い
て
と
も

に
欠
文
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
次
に
掲
げ
る
（
上
段
に
『
静
嘉
堂
本
』
、
『
旧
温
故
堂

本
』
、
『
三
国
本
』
、
『
榊
原
本
』
を
、
下
段
に
『
太
田
本
』
、
『
竹
園
房
本
』
、
『
刈
谷
本
』

を示す）。
①
　
天
狗
　
熊
野
・
天
狗
　
㊥
　
満
仲
　
能
ノ
名
　
巻
絹
・
　
㊥
　
左
近
　
磨

名
近
衛
・
左
近
　
④
榊
源
氏
物
語
之
名
・
榊
　
①
近
衛
背
ノ
膚
名
・
近
衛

（
側
酢
綿
㌶
墓
）
　
①
起
単
自
退
ノ
義
也
・
起
単
（
瑚
齢
綿
㌶
墓
）
　
①
窮

鼠
1
漂
猫
・
窮
鼠
（
謎
綿
㌶
墓
）
　
⑧
清
水
…
…
田
村
丸
立
之
…
・
‥
…
…

田
村
丸
〔
立
〕
之
・
…
：
（
刑
等
酌
絢
娼
）
　
④
銀
山
鉄
壁
・
銀
山
鉄
　
⑯
城
郭

≡
昔
上
菅
－
・
城
郭
自
那
鮎
髄
。
t
⑪
　
婦
翁
夫
之
母
外
貨
夫
之
父
・

自
帝
釈
始
也

婦
翁
　
　
外
旧
男
　
⑩
　
少
焉
・
　
⑩
　
四
句
偽
一
切
功
徳
着
眼
視
衆
生
・
四
旬

侶
（
謎
綿
加
締
墓
）
　
⑭
（
七
星
）
巨
文
星
鵬
諾
歳
主
文
星
塵
紙
讐
酬
碩

偶
語
詣
）
　
⑭
爵
鋤
髭
之
・
静
物
艶
事
　
⑯
円
覚
寺
后
宇
多
弘
安

芸
炸
憎
韻
鮒
七
〔
戊
申
〕
（
葦
組
豊
・
円
覚
寺
　
宗
相
讃
針
触
　
㊥
四
冊

第
四
五
葉
表
・
（
側
齢
挿
㌶
墓
）
　
⑯
飛
香
合
葦
・
飛
香
舎
藤
　
⑯

摺
鼓
巻
雲
帝
得
道
鏡
大
物
…
…
・
摺
鼓
（
側
齢
綿
㌶
墓
）
　
㊨
酒
州
起
於
－

僧
迦
也
・
酒
州
（
謎
綿
㌶
墓
）
　
㊨
庶
羅
波
羅
草
厭
讐
鵠
謂
・
庶
羅
波

羅
草
畏
露
偶
薫
　
㊥
優
曇
花
…
…
国
土
豊
鏡
四
二
諸
人
無
病
…
二
国
土
重

鎮
四
二
諸
人
〔
無
〕
病
…
：
人
蜘
齢
碩
酌
純
絹
）
　
㊥
衝
撃
…
上
竹
釆
以
此
詩
意

…
・
櫨
華
…
…
上
〔
竹
〕
来
以
此
詩
軍
⊥
別
解
碩
酌
純
絹
）

以
上
の
対
校
結
果
に
よ
り
「
太
田
本
」
、
「
竹
園
房
本
」
、
「
刈
谷
本
」
の
関
係
は
一

層
緊
密
な
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
「
刈
谷
本
」
は
、
そ
の
識
語
（
以
塙
本
一
校
了
）
が

示
す
通
り
、
本
文
の
欠
を
「
旧
温
故
堂
本
」
に
よ
っ
て
補
筆
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
「
太
田
本
」
の
本
文
に
お
け
る
「
竹
阿
房
本
」
、
「
刈
谷
本
」
と
の
関

係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

鍋
　
「
太
田
本
」
の
本
文
が
「
静
嘉
堂
本
」
、
「
竹
園
房
本
」
、
「
刈
谷
本
」
の
本
文
と

と
も
に
一
致
し
、
他
本
と
異
な
る
例
を
次
に
掲
げ
る
（
上
段
に
『
旧
温
故
堂
本
』
、

『
三
園
本
』
、
『
榊
原
本
』
を
、
下
段
に
『
静
嘉
堂
本
』
、
『
太
田
本
』
、
『
竹
園
一
房
本
』
、

『
刈
谷
本
』
を
示
す
）
。

①
（
放
生
合
）
…
・
‥
七
百
九
十
二
年
・
…
：
七
百
九
十
一
年

灘

㊥
（
唯
輪
）
廼
懸
之
事
（
旧
温
故
堂
本
、
三
園
本
）
、
誕
懸
之
事
（
榊
原
本
）
・
延

懸
之
事

的
　
次
に
「
太
田
本
」
の
本
文
が
「
竹
阿
房
本
」
お
よ
び
「
刈
谷
本
」
の
本
文
と
一

致
し
、
他
本
と
異
な
る
例
を
次
に
掲
げ
る
（
上
段
に
『
静
嘉
堂
本
』
、
『
旧
温
故
堂

本
』
、
『
三
園
本
』
、
『
榊
原
本
』
を
、
下
段
に
『
太
田
本
』
、
『
竹
園
房
本
』
、
『
刈
谷
本
』

を示す）。
①
（
鎌
倉
）
…
…
四
百
廿
入
年
‥
・
…
・
四
百
升
八
年
　
㊤
（
場
景
妃
）
唐
玄
宗
之

女
・
唐
玄
宗
妾
　
　
③
（
馬
隠
）
孝
徳
女
帝
之
夫
也
・
孝
徳
女
帝
之
大
也
　
　
④

万
倍
日
・
万
俗
日
　
　
①
　
検
便
・
検
使
　
①
（
贋
密
）
…
…
天
台
宗
…
…
‥
‥

…
天
台
字
…
…
①
（
刑
鞭
）
…
…
腐
蛍
空
去
：
…
・
‥
…
：
腐
蛍
空
云
…
…
⑧
（
建
長

寺
）
…
…
二
百
九
十
九
年
也
‥
…
‥
三
百
九
十
九
年
也
　
　
④
（
玄
番
頭
）
唐
名
又

主
客
・
唐
名
文
至
客
　
　
⑩
（
元
亨
繹
書
）
…
…
后
醍
漸
元
亨
二
王
戌
…
…
・
…
・
‥

故
醍
醐
元
亨
二
王
戌
…
…
⑪
（
玄
悪
法
印
）
…
…
公
時
有
北
畠
‥
…
‥
公
時
有
北
帝

…
…
⑲
（
富
士
山
）
人
皇
第
七
代
…
…
・
人
望
第
七
代
…
…
⑱
（
伏
犠
氏
）
‥
…
主

皇
之
姶
也
…
…
‥
…
二
言
王
之
始
也
…
…
⑭
（
彿
誕
生
）
卯
月
八
日
・
四
月
入
日

⑭
（
併
渡
英
）
一
月
十
五
日
・
正
月
十
五
日
　
⑯
（
園
司
）
‥
…
・
伊
勢
－
1
北
畠

殿
‥
・
‥
‥
伊
勢
1
－
北
名
殿
　
㊥
　
青
羽
山
　
又
集
・
音
羽
山
　
又
集
　
⑯
（
珊

瑚
）
生
水
底
之
石
・
…
：
・
生
水
底
之
名
　
㊥
　
遺
戒
・
遭
誠
　
⑳
　
未
進
・
米

進
　
㊨
　
受
持
・
受
特
　
㊥
　
集
合
・
等
合
　
㊥
　
鉦
鼓
　
又
征
・
鉦
鼓
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又

任

　

　

㊨

㊨
　
浄
飯
王

庚
　
上
辛
・
庚

尺
・
尋
日
七
八

上
表
・
上
衣
　
　
㊨
　
手
灯
・
手
丁
　
　
⑳
　
白
河
瀧
・
白
阿
瀧

讐
浄
殿
王
甜
　
㊥
悉
連
太
子
・
悉
連
太
子
　
㊥
（
十
支
）

上
帝
　
⑲
（
十
支
）
己
詣
落
・
己
　
臨
港
　
㊨
　
尋
日
七

㊥
　
役
　
行
者
賀
茂
伐
公
民
也
・
役
　
行
者
賀
茂
伐
土
民
也
　
　
㊥
　
盲

官
・
百
官

ス
ケ介
・
人

曽
貿
堂

㊨

一

抹

　

松

二

抹

　

秋

　

㊥

　

千

倍

日

・

千

倍

日

　

　

⑲

㊥
（
好
）
…
…
随
衛
入
…
…
‥
…
‥
随
術
入
…
…
⑲
（
櫻
）
普
賢
堂
・

㊥
（
相
子
）
…
…
八
百
升
四
年
也
‥
…
‥
入
官
廿
四
也
　
　
⑲
　
稜
・

種
以
上
の
対
校
結
果
も
「
太
田
本
」
が
「
竹
園
房
本
」
お
よ
び
「
刈
谷
本
」
と
同
系

統
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
「
太
田
本
」
の
、
「
竹
園
房
本
」
な
ら
び
に
「
刈
谷
本
」
と
の
先
後
閑

係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

囲
　
「
静
嘉
堂
本
」
と
「
太
田
本
」
と
の
本
文
が
一
致
し
、
「
竹
凰
房
本
」
な
ら
び
に

「
刈
谷
本
」
　
の
本
文
と
一
致
し
な
い
例
を
次
に
示
す
。

①
（
配
峡
）
祈
祷
ノ
フ
タ
也
（
静
、
太
）
・
祈
蒔
ノ
ア
タ
也
（
温
、
榊
、
三
）
・
祈

躊
ノ
ア
タ
也
（
竹
、
刈
）
　
㊥
（
伯
楽
）
典
天
馬
星
也
（
静
、
太
）
・
典
天
馬
産
也

（
温
、
榊
、
三
、
竹
、
刈
）
　
㊥
　
犯
再
（
静
、
太
）
・
犯
宵
（
温
、
榊
）
・
犯
用

（
三
、
竹
）
・
犯
用
（
刈
）
　
④
　
動
々
万
　
（
静
、
太
）
・
勃
々
（
温
、
榊
、
三
、

竹
、
刈
）
　
①
（
中
略
）
柳
育
－
獣
…
…
（
静
、
太
）
・
柳
音
－
獣
…
…
（
温
、
榊
、

三
、
竹
、
刈
）
　
①
（
考
批
）
生
由
父
母
死
目
…
…
（
静
、
太
）
・
生
日
父
母
死
目

…
…
（
温
、
榊
、
三
、
竹
）
・
生
田
…
母
死
目
…
…
（
刈
）
　
⑦
（
園
弘
）
一
条
院

御
宇
刀
工
也
（
静
、
太
）
　
二
条
院
御
字
刀
土
也
（
温
、
三
、
刈
）
　
二
条
院
御
宇

刀
ユ
也
（
竹
、
榊
）

右
の
対
校
結
果
に
み
る
通
り
、
「
静
嘉
堂
本
」
と
「
太
田
本
」
と
の
み
l
致
す
る

も
の
が
七
例
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
太
田
本
」
は
「
刈
谷
本
」
な
ら
び
に
「
竹
園
房
本
」
よ
り
の
転

写
本
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
「
太
田
本
」
は
「
竹
園
房
本
」
な
ら
び
に
「
刈
谷
本
」
の
う
ち
、
ど

ち
ら
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

個
　
「
太
田
本
」
が
「
竹
閻
房
本
」
の
本
文
と
一
致
し
、
「
刈
谷
本
」
の
本
文
と
一
致

し
な
い
例
を
次
に
示
す
。

①
　
寓
と
（
静
、
太
、
竹
）
・
萬
（
温
、
榊
、
三
、
刈
）
　
㊥
　
塵
レ
堀
堂
レ
山
ヲ

史
■
レ
ー
（
静
、
太
、
竹
）
・
澄
レ
据
塑
レ
山
ヲ
　
定
J
－
（
温
、
榊
、
三
）
・
塵
レ
掘
塵

レ
山
ヲ
夫
Ⅰ
レ
1
（
刈
）
　
④
（
帆
レ
風
）
左
俸
十
一
涯
使
不
1
－
（
静
、
太
、
竹
）
・

左
俸
十
一
涯
使
不
1
1
（
温
、
榊
、
三
、
刈
・
筆
者
注
、
刈
谷
本
は
『
彊
』
を
墨
で

見
せ
消
ち
忙
し
、
「
睦
」
を
墨
で
書
き
入
れ
て
い
る
）

以
上
の
対
校
結
果
を
検
し
て
み
る
に
、
「
刈
谷
本
」
④
の
「
渥
」
は
本
文
を
転
記

す
る
際
、
「
瞳
」
に
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
で
、
「
静
寡
堂
本
」
、
「
太
田
本
」
、
「
竹
園

房
本
」
の
本
文
と
一
致
す
る
。
「
刈
谷
本
」
①
は
「
モ
」
の
脱
落
、
㊤
は
　
「
史
」
　
を

「
夫
」
と
誤
写
し
た
も
の
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
挙
げ
た
例
は
、
「
太
田
木
」
と
「
刈
谷
本
」
と
を
区
別
さ

る
べ
き
特
徴
と
は
な
ら
な
い
。

椚
・
次
に
「
太
田
本
」
が
「
刈
谷
本
」
の
本
文
と
一
致
し
、
「
竹
凰
房
本
」
の
本
文

と
一
致
し
な
い
例
を
次
に
示
す
。

楢
カ

①
　
猶
葉
（
太
、
刈
）
・
猶
菓
（
静
、
温
、
榊
、
三
、
竹
）
㊤
（
継
子
立
）
以
碁

石
黒
自
任
之
有
口
俸
（
静
、
温
、

以
碁
石
黒
白
仕
之
全
口
俸
（
太
、

三
、
竹
）
・
食
耽
三
義
也
（
太
、

三
、
竹
）
・
不
初
合
之
義
（
太
、

三
、
竹
）
・
兵
庫
之
庭
名
（
太
、

・
‥
（
静
、
温
、
榊
、
三
、
竹
）

榊
、
三
）
・
以
碁
石
黒
白
仕
之
金
口
俸
（
竹
）
・

刈
）
　
㊥
（
不
嘗
）
食
耽
之
義
也
（
静
、
温
、
榊
、

刈
）
　
④
（
不
合
）
不
和
合
之
義
（
静
、
温
、
榊
、

刈
）
　
㊦
（
武
庫
）
兵
庫
之
唐
名
（
静
、
温
、
榊
、

刈
）
　
㊥
（
藤
原
）
天
智
天
王
ノ
時
鎌
足
大
臣
…

・
天
智
天
王
ノ
時
鹿
足
大
臣
…
…
（
太
、
刈
）
　
⑦

（
福
禁
）
…
二
百
：
…
・
（
静
、
温
、
榊
、
三
、
竹
）
…
≡
酉
…
（
太
、
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刈
）
　
⑧
（
天
台
座
主
）
文
徳
天
皇
姶
定
慈
覚
也
（
静
、
温
、
榊
、
≡
）
・
文
徳
天
皇
格

定
慈
覚
也
（
竹
）
・
文
徳
天
皇
作
定
慈
覚
也
（
太
、
刈
）
　
㊥
（
春
日
大
明
神
）
会

曳
千
日
江
連
不
利
邪
見
之
家
（
静
）
・
畠
曳
千
日
江
連
不
到
邪
見
之
家
（
温
、
榊
、

三
、
竹
）
・
畠
曳
千
日
　
連
不
到
邪
見
之
家
（
太
、
刈
）
　
⑩
（
鬼
宿
日
）
…
…
廿

八
七
廿
五
日
…
・
‥
（
静
、
温
、
榊
、
：
「
竹
）
‥
…
‥
廿
八
七
十
五
日
（
太
、
刈
）

⑪
（
沙
弥
）
馳
鳥
1
－
自
蔵
…
…
（
静
、
温
、
榊
、
三
、
竹
）
・
馳
鳥
1
白
歳
…

…
（
太
、
刈
）
　
㊥
（
織
染
）
織
部
正
之
唐
名
（
静
、
温
、
榊
、
三
、
竹
）
・
織

部
止
之
唐
名
（
太
、
刈
）
　
⑲
（
四
天
）
…
…
庶
目
天
王
‥
・
…
（
静
、
温
、
榊
、

三
）
　
‥
…
‥
庶
国
天
王
…
…
（
竹
）
　
‥
…
‥
庶
周
天
王
…
…
（
太
、
刈
）
　
⑭
（
七

曜
）
日
曜
月
1
火
－
水
－
木
1
金
1
土
－
（
静
、
温
、
榊
、
三
、
竹
）
・
日
1
火
1

水
－
木
－
金
－
土
－
（
太
、
刈
）
　
⑯
（
七
代
）
…
…
僅
板
尊
　
陰
神
御
長
一
丈
五

尺
七
寸
…
…
（
静
、
温
、
榊
、
三
、
竹
）
・
憧
板
尊
　
陰
神
御
名
一
丈
五
尺
七
寸
…
…

（
太
、
刈
）
　
⑯
（
損
館
）
日
大
人
之
通
行
（
静
、
温
、
榊
、
三
）
・
日
本
人
之
遠

行
（
竹
）
・
一
日
木
人
之
遠
行
（
太
、
刈
）
　
㊥
木
賊
水
ノ
子
（
静
）
・
木
娩
（
温
、

榊
、
三
、
竹
）
・
不
賊
（
太
・
刈
）
　
⑯
（
介
）
…
・
‥
伊
井
－
遠
江
（
静
、
温
、
榊
、

三
、
竹
）
　
‥
…
‥
伊
井
－
造
江
（
太
、
刈
）
　
⑩
（
鮭
）
…
1
楽
人
之
名
也
音
楽
名

也
（
静
、
温
、
榊
、
三
、
竹
）
・
…
－
楽
人
之
名
也
音
楽
名
也
（
太
、
刈
）
　
㊥

艦
胴
臍
（
静
、
温
、
榊
、
三
、
竹
）
・
膿
的
術
臍
（
太
、
刈
）
　
　
㊧
　
（
斑
鵜
）

‥
…
・
魚
卜
水
ト
ノ
漁
火
ノ
影
…
…
（
静
、
温
、
榊
、
三
、
竹
）
　
‥
…
‥
魚
卜
水
卜

魚
火
ノ
影
…
…
（
刈
）
・
…
…
魚
卜
水
与
漁
火
ノ
影
…
…
（
太
）

右
の
対
校
結
果
か
ら
、
「
太
田
本
」
は
、
「
刈
谷
本
」
の
本
文
と
多
く
の
l
致
例
を

有
し
、
「
刈
谷
本
」
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
「
太
田
本
」
と
「
刈
谷
本
」

と
の
本
文
に
一
致
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
南
本
の
近
さ
を
示
す
次
の
よ
う
な
例
も
存

する。貼
供
　
禅
家
行
堂
之
官
也
（
静
寡
本
、
旧
温
故
堂
本
、
榊
原
本
、
三
園
本
、
竹
園

房本）貼
供
　
禅
家
行
堂
天
官
也
（
太
田
本
）

飴
供
　
禅
家
行
堂
元
官
也
（
刈
谷
本
）

「
太
田
本
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

④
　
「
太
田
本
」
は
、
「
静
嘉
堂
本
」
の
転
写
本
で
あ
る
「
旧
温
故
堂
本
」
に
比
し
、

「
竹
園
房
本
」
な
ら
び
に
「
刈
谷
本
」
の
特
徴
を
有
し
、
そ
の
点
で
「
旧
温
故
堂
本
」

と
区
別
さ
れ
る
。

⑤
　
「
太
田
本
」
に
は
、
他
の
新
写
本
に
比
し
「
静
嘉
堂
本
」
の
語
文
を
正
し
く
継

承
し
て
い
る
面
が
み
ら
れ
、
「
竹
鳳
房
本
」
な
ら
び
に
「
刈
谷
本
」
よ
り
の
転
写
本

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

㊥
　
「
太
田
本
」
と
そ
の
系
統
に
属
す
る
「
竹
園
房
本
」
な
ら
び
に
「
刈
谷
本
」
と

比
較
す
る
と
、
「
太
田
本
」
が
「
竹
園
房
本
」
に
近
い
と
い
う
特
徴
を
「
竹
凰
房
本
」

の
語
文
よ
り
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
「
太
田
本
」
　
の
語
文
と
の
み
共
通
し
、
両
本

の
近
さ
を
示
す
特
徴
は
「
刈
谷
本
」
と
の
間
に
存
す
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
一
応
「
刈
谷
本
」
は
「
太
田
本
」
よ
り
の
転
写
本
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
太
田
本
」
　
に
は
、
他
本
に
認
め
ら
れ
な
い
、
次
の

よ
う
な
「
太
田
本
」
独
自
の
語
文
が
存
す
る
。

①
（
経
典
）
…
…
漢
書
廿
巻
…
…
（
静
、
温
、
榊
、
三
、
竹
、
刈
）

（
経
典
）
…
…
漢
書
升
巻
…
…
（
太
）

㊤
　
天
龍
寺
…
…
夢
窓
国
師
…
…
（
静
、
温
、
榊
、
≡
）

天
龍
寺
・
…
‥
夢
想
国
師
…
…
（
太
）

天
龍
寺
…
…
夢
相
国
師
…
…
（
竹
）

天
龍
寺
…
‥
・
夢
　
国
師
…
…
（
刈
）

①
善
導
和
尚
宗
竃
競
鮒
虹
諾
詣
妾
（
静
嘉
本
）

善
導
和
尚
霜
篭
競
竺
雷
電
七
年
（
刈
谷
本
）

善
導
和
尚
絹
純
絹
廿
。
絹
縄
㌢
（
旧
温
故
堂
本
、
三
国
本
）

善
導
和
尚
霜
篭
韻
廿
二
宗
鴇
八
年
（
榊
原
本
）
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善
導
和
尚
霜
篭
競
十
＝
宗
畝
憎
七
年
（
竹
園
房
本
）

善
導
和
尚
　
天
智
天
皇
白
鳳
廿
二
王
午
入
城
　
　
（
太
田
本
）

し
た
が
っ
て
、
「
太
田
本
」
と
「
刈
谷
本
」
と
の
関
係
を
示
す
仮
説
は
次
の
よ
う

に
な
る
。

系
譜
園
を
想
定
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
仮
説
Ⅲ
と
な
る
。

仮
説
Ⅲ一

㈲
胤
丁

」上目「
∵∵∴「

射
馴
引
引
．
〓

（一風聞且）

飼

　

結

　

語

筆
者
は
、
前
述
の
新
写
本
、
六
本
の
は
か
に
「
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
」
（
国
学
院

大
学
図
書
館
蔵
、
四
冊
春
、
夏
、
秋
、
冬
）
を
披
見
す
る
焼
金
を
得
た
。
本
書
は
巻

末
に
「
圃
満
院
法
蔵
」
の
印
記
を
捺
す
。
そ
の
特
徴
は
、
「
竹
園
房
本
」
、
「
太
田
本
」

同
様
冬
冊
第
四
五
葉
表
を
白
紙
と
し
、
「
四
句
備
」
、
「
摺
鼓
」
、
「
洒
州
」
の
注
文
を

欠
い
て
い
る
。
表
文
も
、

鎌
倉
難
諸
相
蒜
詣
梵
年

四
天
醒
方
詣
天
王

（
四
星
）
巨
文
星
属
頭
紐
鮎

庶
羅
婆
羅
草
厭
誓
鵠
薫

と
あ
っ
て
、
「
竹
鳳
房
本
」
、
「
太
田
本
」
、
「
刈
谷
本
」
　
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
も
存
し
、

考
放
　
生
日
父
母
死
目
1
1
考
父
枇
母

競
馬
鮭
朋
宗
認
諾
霧
諸
詣
哲
年
也

「
三
園
本
」
の
本
文
と
一
致
す
る
面
も
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
日
章
、
日
章
、
飼
章
で
得
た
結
果
を
仮
説
Ⅰ
に
挿
入
し
、
全
写
本
の

阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本

今
の
と
こ
ろ
、
仮
説
Ⅲ
が
あ
ら
ゆ
る
事
実
に
対
し
、
最
も
蓋
然
性
の
高
い
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、
「
竹
園
一
房
本
」
と
「
刈
谷
図
書
館
本
」
と
の
間
に
み
ら
れ
る
親
密

さ
は
本
説
で
は
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
先
学
諸

賢
の
御
教
示
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

注
1
　
拙
稿
　
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
運
歩
色
菓
集
」
と
新
写
本
（
長
野
県
短
斯
大
学
紀
要
3
8
号
）
。

注
2
　
根
上
剛
士
『
中
世
古
辞
書
離
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
（
『
影
印
篇
』
）
二
三
貢
。

注
3
　
川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』
八
九
四
貢
。

注
4
　
林
義
雄
『
古
本
下
学
集
配
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
七
貫
。


